
































































































































































































































































作業 3（ 3・ 4格支配前置詞の使い分け）：















































































































































































































































































































施した．工学部は 5つのグループ（ 5人× 5），法・
経済学部は 6つのグループ（ 6人× 3，5人× 3），医・
保健・薬・歯学部は 6つグループ（ 6人× 5， 5人×
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テンツを提供している（http://www.dw.com/de）．
12）出典：Goethe Institutの2017年カレンダーの6月の裏
面.
13）益川（2016: 68）によれば，「ジグソー学習法」がオ
リジナルで，厳密には，「知識構成型ジグソー法（ジ
グソー法）」とは区別される．すなわち，知識構成型
ジグソー法は，「正解到達型アクティブラーニング」
ではなく，「目標創出型アクティブラーニング」にな
るよう工夫がなされているという．
14）欠席の可能性を考えて，三週間前からアナウンスし，
二週間前に資料を配布・担当を割り振った．一週間
までにも担当個所など若干の微調整を行った．
15）カレンダーの裏面および関連練習問題はGoethe 
Institut TokyoのホームページからPDFでダウン
ロードすることができる（www.goethe.de/kalender- 
didaktisierungen）．
16）ランデスクンデという概念やランデスクンデの分野がど
のように発展してきたかなどについてはBarkowski/
Krumm （2010: 180-1）およびStorch （1999: 285-296）を
参照．
17）対象は東北大学の一年生で，選択必修科目として90
分授業を週 2回， 1年間で60回受講することになっ
ている．
18） グループワークが行われた時点で，27回分の授業が終
了していた．
19） その際，プロジェクトで購入した①地図と②ヨーロッ
パとドイツのジグソーパズルを利用した．
20） ドイツが第二次世界大戦後，ナチス時代の「加害責任」
とどのように向き合ってきたかを指す概念である．
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